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　５月21日の市長選挙で、市民からの信託を
受け、第15代八千代市長に就任し、市政の舵
取りを任せていただくことになりました。身
に余る光栄であり、その重責に、改めて身が
引き締まる思いです。
　私は市議会議員として約20年、県議会議員
として約10年務めました。議員という立場で、
市政、県政について、それぞれの首長と議論
し、八千代市民の生活向上の推進に努めてき
ました。今後は、本市の首長として、これま
で以上に尽力していきます。
　また、この４年間、副市長が不在という状
況が続いていましたが、行政手腕を持ち、知
識、経験、実績が豊富で人間性にも優れた、
本市の発展のために共に汗を流してもらえる
人材を選任したいと考えています。
　私が目指す目標は、「緑豊かな環境で、安心し
て子育てができる八千代市に」です。乳幼児
から高齢者まで安心して暮らすことができ、
子どもが第一の市政を大きな柱に据え、今後
の市政運営に当たっていきたいと考えています。
　私が目指す八千代市の政策は５つです。
　１つ目は、東葉高速鉄道の運賃値下げです。
　同鉄道は都心へのアクセスの便利さから、
本市の発展に欠かせません。しかし、運賃の
高さが市外からの人口流入や集客に、大きく

　29年第２回定例市議会は、6月12日から7
月5日まで開催されました。初日に行われた、
服部友則市長の所信表明の要旨を紹介します。
※定例市議会の結果は8月1日号に掲載しま
す。【問い合わせ】総務課 483-1151（代表）
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安心して子育てができる
八千代市に

所信表明

服部友則市長の所信表明―第２回定例市議会から―

水を差す要因になっています。このため、同
鉄道と東京メトロの経営統合、車両基地の一
部売却などにより、運賃の値下げ、東京メト
ロと同運賃を目指したいと考えています。根
気よく関係機関と協議を重ね、国・県などの
パイプも最大限活用しながら、実現に向けて
取り組んでいきます。
　２つ目は、子育て支援施策です。本市の保
育園における29年４月１日現在の待機児童数
は185人、学童保育所の待機児童数も111人と
なっており、市民ニーズを充足できていない
状況です。
　働きながら安心して子育てできる環境づく
りの構築を目指します。保育所施設整備、保
育士拡充対策、幼稚園の預かり保育の推進、
小学校での放課後子ども教室の拡充などによ
り、待機児童の解消を図ります。その他、本
市が日本で初めて導入した「私立幼稚園等就
園奨励費」の増額や、小中学校のトイレの改
修、エアコンの設置も早急に推進します。特
に預かり保育の推進は、施設や人材など、現
在ある資源を有効活用し、３・４・５歳児の
待機児童の解消を目指します。
　３つ目は、高齢者福祉施策です。入居者の
高齢化が進むＵＲ３団地への高齢化対策とし
て、エレベーターの設置、介護専用駐車場の
設置などの協議を行っていきます。また、現
在八千代台地域のみで運行しているコミュニ
ティバスに加え、コンパクトカーによる公共
施設、商業施設を循環する交通手段の整備を
行いたいと考えています。その他、運転免許
返納者に対する交通機関の優遇制度の創設、
在宅介護の支援拡充に着手していきます。
　４つ目は、駅周辺の土地の高度利用として、
京成線の高架化と駅周辺の再開発です。本市

発展の礎となった京成線沿線の再開発は重要
課題であり、鋭意取り組んでいきます。
　５つ目は、水と緑と太陽がある街として、
市のシンボルであり、観光資源でもある新川
の有効活用です。かわまちづくり計画の推進
に合わせ、水質浄化施策を図るように県と調
整しつつ、新川が市民にとって安らぎと潤い
の場所となるよう、整備していきます。
　これら以外にも、本市のみならず大きな影
響があると考えられる東京湾北部地震などの
大災害や様々な災害対応に備えて、自衛官に
よる防災危機管理監の常駐を考えています。
そのほか、スポーツ施設の増設、都市計画道
路の整備促進、八千代ふるさと親子祭の花火
大会のスケールアップ、市街化調整区域にお
ける下水道整備、小中一貫校の創設なども進
めます。
　事業を実施する際は、財政問題を切り離し
て考えることはできません。東葉高速鉄道の
運賃値下げや京成線の高架化、八千代台駅・
大和田駅などの周辺開発を実現し、人口流入
や不動産価値の上昇による市税収入の向上を
図ることで、財政の健全化と市民サービスの
向上につながるものと考えています。
　最後に、本市の歴史を振り返ると、鉄道に関
する２回の変革を経て大きく発展してきました。
　今後は、政治主導の「八千代第３次改革」を
起こし、生活・財政・子育ての未来のために、
本市を根本から立て直し、その改革がもたら
す新たな経済サイクルを実現したいと考えて
います。
　私は、市民代表である議員の皆様と信頼関係
を構築し、多くの市民の意見に耳を傾けながら
政策を推進していく所存です。何とぞご理解、
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。


